
　
消
防
団
は
、
﹁
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
﹂
と
い
う
意
識
の
下
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安

全
の
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い
る
か
け
が
え
の
な
い

存
在
で
す
が
、
近
年
、
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

▽
消
防
署
と
消
防
団
の
違
い
　
消
防

　
署
は
、
常
勤
の
職
員
が
勤
務
し
て

　
い
ま
す
が
、
消
防
団
は
自
営
業
や

　
会
社
員
と
い
う
仕
事
を
持
ち
な
が

　
ら
も
、
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て

　
い
る
方
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
入
団
で
き
る
方
　
市
内
在
住
・
在

　
勤
の
満
18
歳
以
上
か
ら
満
35
歳
ま

　
で
の
健
康
な
方
で
す
。
消
防
団
員

　
の
定
年
は
、
現
在
満
40
歳
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。

▽
手
当
と
報
酬
な
ど
　
消
防
団
に

　
は
、
災
害
活
動
や
訓
練
に
出
動
し

　
た
場
合
の
出
動
手
当
や
団
員
報
酬

　
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
期

　
間
以
上
消
防
団
員
と
し
て
勤
務
し

　
て
い
た
方
に
は
、
退
職
報
償
金
が

　
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
身
分
と
け
が
を
し
た
と
き
の
補
償

　
消
防
団
員
は
、
ま
ち
を
守
る
た
め

　
に
活
動
す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地

　
方
公
務
員
と
い
う
身
分
で
す
。
活

　
動
中
に
け
が
を
し
た
と
き
に
は
、

　
公
務
災
害
補
償
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

▽
災
害
時
の
活
動
　
火
災

　
発
生
時
の
消
火
活
動
や

　
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

　
時
の
警
戒
巡
視
な
ど

▽
平
常
時
の
活
動

　●

防
火
啓
発
活
動

　●

消
火
・
防
災
訓
練

　●

応
急
手
当
の
指
導
な
ど

　●

消
防
団
員
の
知
識
の
習

　
得
と
技
術
の
向
上
の
た

　
め
の
各
種
訓
練

※
市
で
は
、
２
年
に
１

　
度
、
消
防
技
術
を
審
査

　
す
る
消
防
操
法
大
会
を

　
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
消
防
団
は
、
第
１

分
団
か
ら
第
７
分
団
ま
で

の
７
個
分
団
23
部
で
編
成

し
て
い
ま
す
。
各
分
団
の

活
動
区
域
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
地
域
に

在
住
・
在
勤
の
方
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
団
員
数

の
定
員
は
５
０
６
人
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
11
月
１

日
現
在
、
４
５
４
人
で
52

人
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
入
団
な
ど
に

つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
を

知
り
た
い
方
は
、
電
話
か

直
接
窓
口
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

広報あきる野は、毎月１日と15日に新聞折込と個別配布でお届けしています。市内に住所があり、折込対象の新聞を購読していない方は、市に個別
配布をお申込みいただければ、無料でお届けします。また、市のホームページでもご覧になれます。詳しくは市長公室にお問い合わせください。
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広報あきる野広報
平成28年（2016年）

12月15日号
No.562

平成28年（2016年）

12月15日号
No.562

あきる野

消
防
団
と
は

消防団員募集消防団員募集
消火・防災・団結消火・防災・団結

歳末特別警戒

あきる野市消防団協力事業所表示制度

仲間とともに
　　地域で輝く
仲間とともに
　　地域で輝く

出初式での整列

市の総合防災訓練での担架搬送訓練

秋川流域３市町村・
第九消防方面合同総合水防訓練での土のう訓練

消防団消防操法大会

出初式での整列

市の総合防災訓練での担架搬送訓練

秋川流域３市町村・
第九消防方面合同総合水防訓練での土のう訓練

消防団消防操法大会

消
防
団
の
主
な
活
動

消
防
団
へ
の

入
団
を
お
待
ち

　
　
　
し
て
い
ま
す

問
合
せ
　
地
域
防
災
課

防
災
安
全
係

　年末を迎え、日増しに気温が下がり、暖
房器具など火を使う機会が多くなってきま
した。空気が乾燥し、火災件数が増加する
のもこの時季です。消防団では、防火対策
の一環として、12月27日㈫から30日㈮まで
の間、歳末特別警戒を実施します。期間
中、消防車両が市内を巡回し、注意を呼び
掛けるための広報活動や啓発看板の設置な
ど、各種防火広報活動を行います。
　火災は皆さんの財産を奪うだけでなく、
大切な思い出の数々も奪ってしまいます。
一人一人が次のことを心掛け、火災を起こ
さないようにしましょう。
・出掛ける前、就寝前には火の元を点検し
　ましょう。
・寝たばこやたばこの投げ捨ては、絶対に
　やめましょう。
・ガスコンロや暖房器具は、使い方に気を
　つけましょう。

　この制度は、市の消防団活動に協力していただ
いている事業所に対し、「消防団協力事業所表示
証」を交付するものです。
○申請方法　「あきる野市消防団協力事業所認定
　申請書」で申請してください。
※申請書は、市ホームページからダウンロードで
　きます。
○認定基準（いずれかに該当）
・２人以上の従業員が消防団に入団していること
・従業員の消防団活動について、積極的に配慮し
　ていること
・災害時等に資機材を消防団に提供するなど、消
　防団活動に協力していること　など

　この制度は、市の消防団活動に協力していただ
いている事業所に対し、「消防団協力事業所表示
証」を交付するものです。
○申請方法　「あきる野市消防団協力事業所認定
　申請書」で申請してください。
※申請書は、市ホームページからダウンロードで
　きます。
○認定基準（いずれかに該当）
・２人以上の従業員が消防団に入団していること
・従業員の消防団活動について、積極的に配慮し
　ていること
・災害時等に資機材を消防団に提供するなど、消
　防団活動に協力していること　など

○表示証の表示など　認定期間内に限り、表示証
　を事業所に表示することができ、その画像をパ
　ンフレット、チラシ、ポスター、看板、ホーム
　ページなどの広告に使用できます。

鈴木建築

株式会社フジワラ技建

秋川農業協同組合本店

秋川農業協同組合東秋留支店

秋川農業協同組合多西支店

秋川農業協同組合増戸支店

秋川農業協同組合五日市支店

有限会社アキオートサービス

株式会社髙木造園

事業所名 住　所

11月１日現在

五日市５６０

三内２５９

秋川３－１－１

二宮２３０５

草花３０７６

伊奈８５９－１

五日市１８

小川東１－２４－４

小川東１－２２－４

あきる野市消防団協力事業所一覧表

世
帯
と
人
口

世帯 34,911世帯（前月比 33世帯増）

人口 81,381人（前月比 10人増）

男　 40,638人

女　 40,743人

—平成28年12月1日現在—



　
市
役
所
、
五
日
市
出
張
所
は
、
12

月
29
日
㈭
か
ら
平
成
29
年
１
月
３
日

㈫
ま
で
休
み
に
な
り
ま
す
。

※
増
戸
連
絡
所
は
12
月
28
日
㈬
か
ら

　
平
成
29
年
１
月
４
日
㈬
ま
で
休
み

　
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
出
生
、
婚
姻
、
死
亡
な
ど

の
戸
籍
に
関
す
る
届
出
は
、
こ
の
期

間
中
、
市
役
所
の
宿
直
室
︵
市
役
所

１
階
・
入
り
口
は
北
東
側
︶
で
受
け

付
け
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
市
の
主
な
社
会
教
育

施
設
と
体
育
施
設
な
ど
の
利
用
期
間

は
表
の
と
お
り
で
す
。

▽
火
葬
業
務
・
式
場
利
用

　●

年
末
…
12
月
30
日
㈮
ま
で
　

　●

年
始
…
平
成
29
年
１
月
４
日
㈬
か

　
ら

▽
問
合
せ
　
ひ
の
で
斎
場
︵
☎
５
９

　
７
・
２
１
３
１
︶

▽
年
末
　
12
月
29
日
㈭
ま
で

▽
年
始
　
平
成
29
年
１
月
４
日
㈬
か

　
ら

▽
そ
の
他
　
12
月
28
日
・
29
日
は
、

　
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
中
央

　
公
民
館
・
秋
川
体
育
館
、
五
日
市

　
出
張
所
の
各
停
留
所
で
停
車
し
な

　
い
便
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
停
留
所
で

　
ご
確
認
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
地
域
振
興

　
係

　
11
月
28
日
に
定
点
の
６
か
所
と
山

間
部
８
か
所
で
測
定
を
行
っ
た
結
果
、

基
準
値
を
超
え
る
地
点
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
な
お
、
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
生
活
環
境
課
生
活
環
境

　
係

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
適
切

な
栄
養
摂
取
に
よ
る
健
康
の
保
持
増

進
な
ど
、
成
長
期
の
児
童
・
生
徒
の

心
身
の
健
全
な
発
達
に
必
要
な
た

め
、
献
立
づ
く
り
、
食
材
の
厳
選
、

調
理
方
法
な
ど
安
全
・
安
心
で
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
お
い
し
い
給
食

の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
給
食
費
は
、
平
成
22
年
度
に
改
定

後
、
食
材
費
の
高
騰
、
消
費
税
増
税

な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
﹁
献
立

の
変
更
﹂
や
﹁
高
い
食
材
の
使
用
を

控
え
る
﹂
な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、
給

食
費
を
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
食
材
、
牛
乳
価
格

の
上
昇
に
よ
り
、
現
在
の
給
食
費
で

は
、
学
校
給
食
の
質
を
維
持
す
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
、
給
食
費
を
別
表

の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

　
全
国
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
行
っ

た
、
平
成
28
年
度
︵
第
68
回
︶
明
る

い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
入
選
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
場
所
・
日
時

し
ま
す
。

▽
価
格
改
定
日
　
平
成
29
年
４
月
１

　
日

▽
問
合
せ
　
学
校
給
食
課
秋
川
学
校

　
給
食
セ
ン
タ
ー
係
︵
☎
５
５
８
・

　
１
１
２
３
︶

　
不
燃
ご
み
の
中
に
、
有
害
ご
み
で

出
す
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
が
搬
入
さ

れ
、
過
去
に
は
火
災
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。
ご
み
の
収
集
や
処
理
が
停

止
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
み
を
出
す
際
に
は
、
分
別
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
ご
み
カ
レ

　
ン
ダ
ー
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
生
活
環
境
課
清
掃
・
リ

　
サ
イ
ク
ル
係

　
市
で
は
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
既

存
の
木
造
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
期
限
　
平
成
29
年
１
月
31

　
日
㈫
ま
で

▽
助
成
棟
数
　
耐
震
診
断
14
棟
、
耐

　
震
改
修
５
棟
︵
12
月
１
日
現
在
︶

　●

市
役
所
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

　
ル
…
12
月
16
日
㈮
〜
22
日
㈭
　
午

　
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
︵
22
日

　
は
正
午
ま
で
︶

　●

五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

　
展
示
室
…
平
成
29
年
１
月
５
日
㈭

　
〜
11
日
㈬
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

　
後
５
時
︵
５
日
は
正
午
ま
で
︶

▽
問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

　
局

※
改
修
後
３
か
月
以
内
に
申
告
書
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
耐
震

改
修
工
事
を
し
た
住
宅
で
次
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
翌
年
度
分
の
家
屋

の
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
を
減
額

し
ま
す
。

▽
対
象

　●

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

　
さ
れ
た
住
宅

　●

併
用
住
宅
で
は
住
宅
部
分
の
面
積

　
が
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と

　●

耐
震
改
修
に
１
戸
当
た
り
50
万
円

　
を
超
え
る
費
用
を
要
し
た
住
宅

※
減
額
対
象
床
面
積
…
１
戸
当
た
り

　
1
2
0
平
方
　
相
当
分
ま
で

▽
そ
の
他
　
助
成
を
受
け
る
に
は
、

　
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
窓
口
で
配
布

　
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
上
、
事
前

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
紛
ら
わ
し
い
業
者
に
ご
注
意
く
だ

　
さ
い
　
国
、
都
、
市
で
は
、
こ
の

　
事
業
に
つ
い
て
特
定
の
業
者
へ
の

　
委
託
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
指
導
係

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
一
定

の
省
エ
ネ
︵
熱
損
失
防
止
︶
改
修
工

事
を
し
た
住
宅
で
次
の
要
件
を
満
た

す
場
合
、
１
２
０
平
方
　
ま
で
を
限

度
に
翌
年
度
分
の
家
屋
の
固
定
資
産

税
の
３
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

▽
対
象

　●

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

　
さ
れ
た
住
宅
︵
賃
貸
住
宅
を
除

　
く
︶
で
、
次
の
改
修
工
事
に
補
助

　
金
な
ど
を
除
く
自
己
負
担
額
が
50

　
万
円
を
超
え
る
費
用
を
要
し
た
住

　
宅

　●

窓
の
断
熱
改
修
工
事
︵
必
須
︶

　●

床
、
天
井
か
壁
の
断
熱
改
修
工
事

※
併
用
住
宅
で
は
住
宅
部
分
の
面
積

　
が
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と

※
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50
平

　
方
　
以
上
で
あ
る
こ
と
。

※
新
築
住
宅
特
例
、
耐
震
改
修
特
例

　
を
受
け
て
い
る
期
間
は
適
用
さ
れ

　
ま
せ
ん
。

※
省
エ
ネ
改
修
特
例
の
適
用
は
１
回

　
限
り
で
す
。

　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
︵
居
住
安
全
︶
改
修
工
事

を
し
た
住
宅
で
次
の
要
件
を
満
た
す

場
合
、
１
０
０
平
方
　
分
ま
で
を
限

度
に
翌
年
度
分
の
家
屋
の
固
定
資
産

税
の
３
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

▽
対
象

　●

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
︵
廊
下

　
の
拡
幅
、
手
す
り
の
取
り
付
け
、 

　
階
段
の
勾
配
の
緩
和
、 

床
の
段
差

　
の
解
消
、
浴
室
の
改
良
、
引
き
戸

　
の
取
り
替
え
、
便
所
の
改
良
、
床

　
表
面
の
滑
り
止
め
化
︶
で
、
補
助

　
金
な
ど
を
除
く
自
己
負
担
額
が
50

　
万
円
を
超
え
る
費
用
を
要
し
た
住

　
宅

　●

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以
上
を

　
経
過
し
た
住
宅
︵
賃
貸
住
宅
を
除

　
く
︶

　●

併
用
住
宅
で
は
住
宅
部
分
の
面
積

　
が
２
分
の
１
以
上
で
あ
る
こ
と

　●

次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る

　
既
存
の
住
宅

＊
65
歳
以
上
の
方
︵
工
事
が
完
了
し

　
た
翌
年
の
１
月
１
日
現
在
︶

＊
要
介
護
認
定
か
要
支
援
認
定
を
受

　
け
て
い
る
方
　

＊
障
が
い
の
あ
る
方

※
新
築
住
宅
特
例
、
耐
震
改
修
特
例

　
を
受
け
て
い
る
場
合
は
適
応
さ
れ

　
ま
せ
ん
。

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
特
例
の
適
用

　
は
１
回
限
り
で
す
。

▽
問
合
せ
　
課
税
課
家
屋
資
産
税
係

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 平成28年（2016年）12月15日　（２）

音訳ボランティアの協力により作成をしている、デイジー版広報あきる野（音声版広報）のＣＤを各図書館で貸し出しています。図書館の利用者カードをお持ちならどな
たでも利用できます。詳しくは図書館にお問い合わせください。

年
末
年
始
の

　
　
市
役
所
の
業
務

〜
窓
口
業
務
は

　
12
月
28
日
㈬
ま
で

　
新
年
は
１
月
４
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
〜

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
市
の
入
選
作
品
展
示

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

　
耐
震
改
修
費
用
の
一
部
を

　
　
　
　
　
助
成
し
て
い
ま
す

耐
震
改
修
な
ど
を
し
た

　
住
宅
の
固
定
資
産
税
を

　
　
　
　
　
　
　
減
額
し
ま
す

年
末
年
始
の

ひ
の
で
斎
場
の
業
務

空
間
放
射
線
量

　
　
　
　
　
測
定
結
果

るのバスの年末年始の運行状況

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

学
校
給
食
費
を

　
　
　
　
　
改
定
し
ま
す

ごみの分別の徹底を
　　　　お願いします！

耐
震
改
修
を
し
た
住
宅

省
エ
ネ
改
修
を
し
た
住
宅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
し
た
住
宅

表　市の主な社会教育・体育施設などの利用期間別表　給食費の改定内容（月額）

施　　設　　名

12月26日㈪まで

12月27日㈫まで

市民プール

いきいきセンター

二宮考古館

五日市郷土館

秋川体育館

中央公民館

五日市ファインプラザ

秋川ふれあいセンター

秋川キララホール

中央図書館

東部図書館エル

五日市図書館

中央図書館増戸分室

児童館

学童クラブ

※図書館の「返す本のポスト」は、12月28日正午から１月４日正午ま

　で閉鎖します。

※図書館は、12月28日、１月４日共に午前10時〜午後６時の開館

※市民プールは、１月３日・４日共に午前10時〜午後５時の開館

※小学校１年生の給食費は、４月分のみ2,400円

改定前

小学校 4,050円

1・2年生

3・4年生

5・6年生

全学年

4,000円

4,250円

4,500円

4,800円

△50円

200円

450円

200円4,600円中学校

改定後 差　額

12月28日㈬まで

１月３日㈫から

１月５日㈭から

１月４日㈬から

１月４日㈬から

１月５日㈭から

年　　　末 年始（平成29年）

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル



▽
国
民
年
金
へ
の
加
入
は
20
歳
か
ら

　
国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所

　
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制

　
度
で
す
。
20
歳
の
誕
生
月
に
な
る

　
と
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
﹁
国
民

　
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
書
﹂

　
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
役
所

　
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　
︵
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

　
加
入
中
の
方
や
そ
の
方
に
扶
養
さ

　
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
は
手
続
き

　
不
要
で
す
︶
。

　
　
国
民
年
金
に
は
、
老
後
に
受
け

　
ら
れ
る
﹁
老
齢
基
礎
年
金
﹂
、
万

　
が
一
、
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が

　
残
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
﹁
障

　
害
基
礎
年
金
﹂
、
一
家
の
働
き
手

　
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ

　
る
﹁
遺
族
基
礎
年
金
﹂
の
３
種
類

　
が
あ
り
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家

　
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
た
だ

　
し
、
加
入
の
届
出
を
忘
れ
た
り
、

　
保
険
料
の
納
付
が
遅
れ
る
と
年
金

　
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
。
学
生
や
収
入
が
少
な
く
保
険

　
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に

　
は
、
﹁
学
生
納
付
特
例
制
度
﹂
や

　
﹁
納
付
猶
予
制
度
﹂
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
加
入
手
続
き
と
合
わ
せ
て

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　●

持
ち
物
…
国
民
年
金
被
保
険
者
資

　
格
取
得
届
書
、
は
ん
こ

※
学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
す
る

　
方
は
、
学
生
証
か
在
学
証
明
書

　
︵
卒
業
年
月
か
平
成
28
年
度
在
学

　
の
記
載
が
あ
る
も
の
︶

▽
60
歳
以
上
の
方
も
国
民
年
金
に
任

　
意
加
入
で
き
ま
す
　
60
歳
で
年
金

　
受
給
権
を
満
た
し
て
い
な
い
方
、

　
未
納
期
間
や
未
加
入
期
間
が
あ
り
、

　
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

　
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
60
歳

　
以
降
の
加
入
申
出
を
さ
れ
た
月
か

　
ら
65
歳
到
達
月
の
前
月
ま
で
国
民

　
年
金
に
任
意
加
入
し
、
保
険
料
を

　
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

　
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

　
で
、
65
歳
の
時
点
で
年
金
受
給
権

　
を
満
た
し
て
い
な
い
方
は
、
70
歳

　
到
達
月
の
前
月
ま
で
の
間
、
年
金

　
受
給
権
を
満
た
す
ま
で
任
意
加
入

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
65
歳
前
に
繰
り

　
上
げ
て
受
給
し
て
い
る
方
は
、
任

　
意
加
入
が
で
き
ま
せ
ん
。

　●

持
ち
物
…
年
金
手
帳
、
預
貯
金
通

　
帳
、
通
帳
の
届
出
印

▽
申
請
・
問
合
せ
　
保
険
年
金
課
年

　
金
係
、
五
日
市
出
張
所
市
民
総
合

　
窓
口
係
︵
申
請
の
み
︶
、
青
梅
年

　
金
事
務
所
︵
☎
０
４
２
８
・
30
・

　
３
４
１
０
︶

▽
歩
行
者
の
方
へ
　
夕
暮
れ
時
は
、

　
黒
っ
ぽ
い
色
の
服
装
は
、
ド
ラ
イ

　
バ
ー
か
ら
発
見
さ
れ
に
く
く
な
り

　
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
が
容
易
に
歩

　
行
者
の
存
在
に
気
づ
く
た
め
に
、

　
﹁
明
る
い
服
装
﹂
や
﹁
反
射
材
﹂

　
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ
　
早
朝
を
含

　
め
深
夜
の
運
転
は
、
疲
労
に
よ
り

　
注
意
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
適
度
な
休
憩
を
取
り
、
運
転
中
は

　
常
に
緊
張
感
を
持
ち
、
周
囲
の
状

　
況
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

　
夕
暮
れ
時
に
は
交
通
事
故
が
多
く

　
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、

　
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
自
分

　
の
車
︵
自
転
車
を
含
む
︶
の
存
在

　
を
周
囲
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
身
体
と
行
動
の
変
化
に
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
が
、
加
齢
が
運
転
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　●

反
射
神
経
の
衰
え
…
と
っ
さ
の
行

　
動
や
ブ
レ
ー
キ
操
作
な
ど
に
遅
れ

　
が
生
じ
る
。

　●

心
理
的
傾
向
…
自
分
は
﹁
安
全
運

　
転
で
あ
る
﹂
と
い
う
運
転
技
術
へ

　
の
過
信

　●

漫
然
運
転
…
道
路
標
識
や
歩
行
者

　
な
ど
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
。

　●

視
覚
機
能
の
低
下
…
対
向
車
の
ス

　
ピ
ー
ド
や
距
離
の
判
断
を
誤
っ
て

　
し
ま
う
。

※
運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
方
、

　
家
族
か
ら
﹁
運
転
が
心
配
﹂
と
言

　
わ
れ
た
方
は
、
運
転
免
許
の
自
主

　
返
納
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
防
災
安
全

　
係

（３）　平成28年（2016年）12月15日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

フリーダイヤル☎0120－558－540［市内固定電話から利用可（050から始まる一部のIP電話を除く）］、有料ダイヤル☎558－7777（携帯
電話など、その他の電話から利用可）※下校時の放送など定期的に放送しているものを除き、放送の24時間後まで聞くことができます。

防災行政無線放送を
電話で確認できます

　民生委員・児童委員が一斉改選により、12月１日付で厚生労働

大臣から委嘱されました。

　民生委員・児童委員は、市民と行政をつなぐパイプ役として、

福祉に関する相談に応じています。また、主任児童委員は、子育

て支援に関する活動を専門的に行っています。お困りの方は、担

当地区の委員にご相談（秘密厳守）ください。委員の自宅には、

「東京都民生委員・児童委員」の門標が掲げてあります。

○問合せ　生活福祉課庶務計画係（直通５５８−１９２７）

民生委員・児童委員が委嘱されました

国民年金への
　加入・
　　任意加入

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

連
続
発
生
中

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
関
連
の

　
　
　
　
　
交
通
死
亡
事
故

消
費
生
活
講
座

「
食
べ
物
の
ム
ダ
を

　
　
　
　
　
な
く
そ
う
！
」

食
品
ロ
ス
講
座
と

　
　
　
　
箸
袋
づ
く
り
講
座

　
食
品
ロ
ス
︵
食
べ
ら
れ
る
の
に

廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
食
品
︶
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
、
簡
単
、
便
利

な
﹁
手
づ
く
り
箸
袋
﹂
の
作
り
方

を
学
び
ま
す
。
布
製
な
の
で
、
持

ち
歩
く
と
き
に
も
音
が
せ
ず
、
ス

プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
を
入
れ
る
の

に
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時
　
平
成
29
年
１
月
23
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階

　
産
業
情
報
研
修
室

▽
講
師
　
宮
川
和
之
さ
ん
︵
生
活

　
共
同
組
合
連
合
会
コ
ー
プ
ネ
ッ

　
ト
事
業
連
合
︶
、
田
代
里
美
さ

　
ん
︵
あ
き
る
野
市
消
費
生
活
相

　
談
窓
口
相
談
員
︶

▽
定
員
　
20
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
縫
い

　
針
、
ま
ち
針
、
は
さ
み
な
ど
の

　
裁
縫
道
具

▽
費
用
　
３
０
０
円
︵
材
料
代
︶

▽
共
催
　
コ
ー
プ
み
ら
い

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
観
光
商
工

　
課
観
光
商
工
係
︵
直
通
５
５
８

　
・
１
８
６
７
︶

民生委員・児童委員（任期 ３年） ※は主任児童委員

マスコットキャラクター
「ミンジー」

秋
川
第
一
地
区

秋
川
第
二
地
区

五
日
市
地
区

氏　名 電　話 担　　当　　地　　区
　原口　生子
　石村　八郎
　尾又　守
　臼井　正夫
　澤田　まどか
　杉浦　亜佐子
　青山　光子
　森田　康大
　住友　恒正
　長谷川　功
　千葉　正夫
　伊藤　良夫
　山下　　夫
　秀島　千恵美
　吉田　チエ子
　土屋　まち子
　玉井　幸二
　安田　肇
　久野木　正信
※岩﨑　拓哉
※角田　喜美枝
　高橋　美千子
　木田　捷裕
　田中　初子
　橋本　淳子
　小田川　和子
　小島　はるみ
　小林　恒夫
　唐澤　清一
　竹内　照夫
　菅野　照美
　熊谷　光世
　萩原　喜代
　谷島　光夫
　小野　ユリ子
　矢治　直子
　中村　　夫
　長谷川　淳
　溝口　正恵
　加藤　百合子
　私市　弓子
　堀江　啓司
　鈴木　厚子
　浅野　芳美
※笹生　祥子
※遠藤　隆一
　小笠原　昌枝
　小室　武司
　田嶋　信三
　土屋　和子
　森田　政春
　畠山　久志
　吉野　久三世
　宮田　文男
　佐藤　和子
　田邊　真紀
　南沢　文江
　髙水　一重
　國井　正司
　若葉　勝
　岸　義男
　本庄　文子
　西野　三枝子
　宮本　由美子
　中村　眞理子
　鈴木　孝子
　岡部　ますみ
　栗原　則子
※岸　豊子
※海老沢　治美

558-3706
558-0102
558-2038
559-1058
558-5528
550-8054
559-4161
558-5263
559-8673
559-6168
550-4409
559-6428
558-4778
550-1603
558-2232
558-7167
559-2300
550-5778
558-8123

090-6128-5609
533-3833
558-7639
559-0291
558-6860
558-3872
558-7352
558-3564
559-1208
559-3001
558-7455
559-6738
558-0801
559-3351
559-6937
558-3942
558-0548
559-2659
558-0843
558-6708
558-8749
558-0919

090-6510-1242
558-0167
558-8366
559-0762
550-5623
596-5725
596-4512
596-1726
595-3455
596-2091
596-5319
596-1430
596-3223
596-1892
596-4658
596-2082
596-2257
595-0407
595-1885
596-0278
595-1874
596-0717
596-4136
595-2850
596-2651
595-2065
595-0147
595-1027
595-1277

小川東一丁目、三丁目
二宮東一丁目、二丁目の一部、二宮団地、秋川ハイツ 
二宮（下宿）、二宮東二丁目、三丁目、平沢東一丁目 
二宮（上ノ原、上宿）
二宮（二宮神社下東側、南分、前田耕地）
二宮（駅前団地）
小川（都道166号線東側）、小川東二丁目
小川（都道166号線西側）
平沢全域、平沢西一丁目
野辺（八雲神社周辺、下田）
野辺（駅周辺、宮ヶ谷戸）
野辺（横吹）
野辺（下原）
野辺（大六天、日室塚）
雨間（東郷）、秋留一丁目、四丁目、五丁目
雨間（南郷）、切欠
雨間（北郷、西郷）
雨間（塚場、長者久保）
雨間（萩野）、秋留二丁目、三丁目
秋川第一地区全域
秋川第一地区全域
草花（森山）
草花（草花、草花住宅）
草花（折立、ブリティッシュタウン）
草花（西ケ谷戸、草花台パークハイツ、松山の一部）
草花（高瀬）
草花（松山、小宮久保）
草花（羽ケ田、小宮）
原小宮全域、原小宮一丁目、二丁目
菅生（菅生、四軒在家の一部）
菅生（尾崎、四軒在家）
瀬戸岡（国道411号線東側） 
瀬戸岡（国道411号線西側）
秋川三丁目、四丁目、五丁目、六丁目
油平、秋川一丁目、二丁目、雨間の一部（秋川駅周辺）
油平本町、油平の一部
牛沼（小松平を除く地域）
牛沼（小松平）
上代継、下代継
下代継
上代継
渕上、西秋留小学校裏側（代継）
引田（下引田）
引田（上・中引田）
秋川第二地区全域
秋川第二地区全域
山田下分・中分の一部
山田上分・中分の一部
網代、新宿
上宿、中平、大上
北伊奈、西伊奈
森ノ下
横沢、三内、小机
東町、下町
仲町、小庄
上町、小和田
五日市入野、栄町
小中野
留原、中村
高尾
下・上舘谷
小倉
山下、樽、深沢
戸倉東部
戸倉西部
落合、軍道、寺岡
乙津、青木平
養沢
五日市地区全域
五日市地区全域



あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 平成28年（2016年）12月15日　（４）

（６）特別職の報酬等の状況 （平成28年４月１日現在）

（５）一般行政職の級別職員数の状況 （平成28年４月１日現在）

（４）職員の初任給の状況 （平成28年４月１日現在）

（単位：千円）

（単位：人）

（単位：千円）（２）職員給与費の状況（普通会計予算）

（１）人件費の状況（普通会計決算）

３　職員の給与の状況

２　職員の人事評価の状況

１　職員の任免と職員数に関する状況

1,599,343

31,843,096 4,115,605828,559 12.9% 13.8%

361,359 654,021 2,614,723 6,774

（注）１　人件費には、特別職に支給される給料・報酬などが含まれます。
　　　２　普通会計とは、一般会計から国民健康保険事業や後期高齢者医療事業に
　　　　かかる人件費を除く統計上の会計です。

※平成28年４月１日現在の職員数（ｉ）の他に西秋川衛生組合へ２人、東京都三市
　収益事業組合へ１人を派遣しています。

（注）１　給与費は、当初予算に計上された額です。
　　　２　職員手当には、退職手当を含みません。
　　　３　［　］内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。
　　　４　給与費については、再任用短時間勤務職員の給与費が含まれています。

（注）１　市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

　　　３　［　］内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。

区　　　分

区　分

区　分

区　分

給　料

住民基本
台帳人口

平成28年3月31日現在
81,443人

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支

人件費比率
（Ｂ/Ａ）

前年度の
人件費比率

職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

１人当たり
給与費

（Ｂ/Ａ）

給与費
職員数
（Ａ）

平成28年度

平成27年度

386人［40］

標準的な
職務内容

職 員 数

構 成 比

５級 ４級 ３級 ２級 １級

部長 課長
課長補佐、

係長、主査
主任 一般事務、

一般技術

12人 38人 99人
88人

［22人］
96人

［18人］

3.6％ 11.4％ 29.8％ 26.4％
［55.0％］

28.8％
［45.0％］

333人
［40人］

100.0％
［100.0％］

計

平成27年
４月１日
現在職員
数(a)

平成28年
４月１日
現在職員数
(i=a+ｂ+c-h)

前年度
比較
(i-a)

採用等の
状況
平成28年
4月1日(b)

派遣
（帰任）
（c）

退職等の状況（平成27年4月2日〜平成28年4月1日）

定年
(d)

普通
(e)

死亡
(f)

その他
(g)

32420 △1 17 7 2 3

計
(h=d+e+f+g)

29 422 2

市　　　　　長

副　　市　　長

議　　　　　長

副　　議　　長

常 任 委 員 長

議会運営委員長

議　　　　　員

860,000円

740,000円

510,000円

６月期　　2.075月分

12月期　　2.225月分

合　計　  　4.30月分

合　計　　  4.25月分

12月期　　2.175月分
６月期　　2.075月分

456,000円

441,000円

441,000円

433,000円

給料・報酬 期末手当（平成28年度支給割合）

（７）職員手当の状況（普通会計）

（注）１　期末･勤勉手当の［　］内は、再任用短時間勤務職員に係る支給割合です。
　　　２　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成27年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

区分 あ き る 野 市 東 京 都 国

（平成27年度支給割合）　　　　　　単位：月分

職制上の段階、職務の級などによる加算措置　有

加算措置　定年前早期退職特例措置（２％〜20
％加算）

平成27年度１人当たり平均支給額
普通　　　 689万円（平均勤続14年８月）
定年など　2,432万円（平均勤続38年10月）

６月期

12月期

合　計

期末手当 勤勉手当 合　計

（支給率）

勤続20年
勤続25年
勤続35年

最高限度額

普通
23.5
31.5
45.0
45.0

定年
23.5
31.5
45.0
45.0

（平成27年度支給割合）　　　　　　単位：月分

職制上の段階、職務の級などによる加算措置　有

加算措置　定年前早期退職特例措置（２％〜20
％加算）

平成27年度１人当たり平均支給額
普通　　　　210万円（平均勤続６年５月）
定年など　2,277万円（平均勤続36年３月）

６月期

12月期

合　計

期末手当 勤勉手当 合　計

（支給率）

勤続20年
勤続25年
勤続35年

最高限度額

普通
23.5
31.5
45.0
45.0

定年
23.5
31.5
45.0
45.0

（平成27年度支給割合）　　　　　　単位：月分

単位：月分 単位：月分 単位：月分

職制上の段階、職務の級などによる加算措置　有

加算措置　定年前早期退職特例措置（２％〜45
％加算）

６月期

12月期

合　計

期末手当 勤勉手当 合　計

1.225[0.650]

1.375[0.800]

2.600[1.450]

0.800[0.375]

0.900[0.425]

1.700[0.800]

0.800[0.375]

0.900[0.425]

1.700[0.800]

2.025[1.025]

2.275[1.225]

4.300[2.250]

2.025[1.025]

2.275[1.225]

4.300[2.250]

1.225[0.650]

1.375[0.800]

2.600[1.450]

1.225[0.650]

1.375[0.800]

2.600[1.450]

0.750[0.350]

0.850[0.350]

1.600[0.700]

1.975[1.000]

2.225[1.150]

4.200[2.150]

（支給率）

勤続20年
勤続25年
勤続35年

最高限度額

普通
20.445
29.145
41.325
49.59  

定年
25.55625
34.5825
49.59   
49.59   

期
末
・
勤
勉
手
当

退  

職  

手  

当

市の人事行政の運営などの状況
　あきる野市の人事行政の運営における公正性と透明性を高めるため、あき
る野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成17年条例第13号）
に基づき、平成27年度の職員数、勤務条件などの概要をお知らせします。

　地方公務員法の改正（平成28年4月1日施行）に伴い、平成28年4月1日か
ら能力、実績に基づく人事管理の徹底、職員の士気向上、人材育成などを行
うため、全職員を対象に人事評価を実施しています。評価は職員の自己申告
などをもとに業績評価、能力評価と総合評価により行われます。
　（１）評価期間　４月から３月まで
　（２）評価方法　評価は項目ごとに５段階（絶対評価）で行います。
　（３）人事評価の活用　被評価者の任用、給与、分限、その他の人事管理
　　　の基礎として活用します。

地域手当

（平成28年

４月１日

現在）

支給対象地域

支給率

支給対象職員数

東京都の制度（支給率）

国の制度（支給率）

支給対象職員１人当たり平
均支給年額（平成27年度）

全地域

10％

388人

地域区分により　20％〜0％

地域区分により　20％〜0％

392,005円

特殊勤務手当

（平成27年度）

　　　　　　区　　　　　分

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給職員１人当たり平均支給年額

手当の種類（手当数）

代表的な

手当の名称

支給額の多い手当

職員に支給されている手当

全 職 種

3.3％

8,764円

７種類

危険手当

危険手当

税務手当

総合職　181,200円
一般職　176,700円

144,600円

181,200円

144,600円

181,200円

144,600円

大学卒
一般行政職

高校卒

区　　　　分
初　　　任　　　給

あきる野市 東 京 都 国

時間外
勤務手当

平成27年度

区分

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

国の制度
との異同

異なる

異なる

一部

異なる

国の制度と異なる内容内　　　　　　　　　容

　● 配偶者
　● 配偶者以外の扶養親族
　● 配偶者のない職員の第１子
　● 満16歳の年度初めから満22歳の年度

　末までの子（配偶者のない職員の第

　１子を除く）

　　　　　　１人につき4,000円を加算

当該年度末35歳未満の世帯主で、家賃月

額15,000円以上で住宅を借り受けている

職員

13,500円

6,000円

13,500円

支給総額
職員１人当たり支給年額

90,652千円
242千円

平成26年度
支給総額
職員１人当たり支給年額

86,591千円
231千円

　● 配偶者
　● 配偶者以外の扶養親族
　● 配偶者のない職員の第１子
　● 満16歳の年度初めから満22歳の年度

　末までの子

　　　　　　１人につき5,000円を加算

賃貸住宅居住職員に対する最高限度額

　● 交通機関利用…原則6か月定期券額を

　支給
　● 交通用具使用（車、自転車など）…

　通勤距離により支給額が異なる

13,000円

6,500円

11,000円

15,000円

1か月当たり支給限度額　55,000円

　● 交通機関利用…原則6か月定期券額を

　支給
　● 交通用具使用（車、自転車など）…

　通勤距離に応じて支給

1か月当たり支給限度額　55,000円

27,000円

（平成28年４月１日現在）

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額と平均年齢の状況 （平成28年４月１日現在）

322,663円

316,682円

405,507円

452,041円

41.8歳

41.6歳

（注）平均給与月額は、その月に支給される給料と諸手当の合計額です。

区　分

あきる野市

東　京　都

一 般 行 政 職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

331,900円

292,729円

386,541円

395,396円

51.0歳

48.8歳

技 能 労 務 職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢



（５）　平成28年（2016年）12月15日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

（８）定員の状況　部門別職員数の状況と主な増減理由

（９）給与水準

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（注）１　職員数は、一般職に属する職員数であり、派遣職員を除いています。
　　　２　［　］内は、再任用短時間勤務職員であり、外書きです。

区　　分
職　員　数 対前年増減数

平成
27年

平成
28年

一般行
政部門

特別行
政部門

普通会計　計

合　　　計

公営企
業等会
計部門

議　　会

総　　務

税　　務

民　　生

衛　　生

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

小　　計

下 水 道

そ の 他

小　　計

6

95

36

84

40

10

17

32

320

67

67

387

5

28

33

420

主な増減理由

人事給与関係業務の増（１)、防災関係業務の増（１）、派遣者帰任に伴う

財政課職員の増（１）、事務の統廃合縮小、移管による減（△５）、職員

課付け派遣職員の帰任による減（△1）、退職不補充による減（△1）

児童館関係業務の増（１）、児童館配属職員の減

（再任用職員による補充に伴う減）（△１）

観光・商工施策の推進に伴う業務の増（１）

公共施設再生業務の事務移管に伴う業務の増（１）、

区画整理事業の実施による業務の増（１）

産休、育休職員に伴う増（２）、東京都への研修派遣に伴う増（１）、

休職職員の復帰による増（１）、地芝居サミットの終了による減（△１）

介護保険制度の改正に伴う業務の増（１）、介護認定事務の統廃合による減（△１）

［40］

6

91

36

84

40

10

18

34

319

70

70

389

5

28

33

422
［40］

増員数

0

3

0

1

0

0

1

2

7

4

4

11

0

1

0

12

減員数

0

7

0

1

0

0

0

0

8

1

1

9

0

1

0

10

差引

0

△4

0

0

0

0

1

2

△1

3

3

2

0

0

0

2

（各年４月１日現在）

　平成27年４月１日現在で、国の一般行政職職員の給料を100とした場合、東京都は100.5で、あき

る野市は98.7です。都内26市中で５番目に低い水準となっています。

（１）勤務時間（平成28年４月１日現在）

　職員の勤務時間は、基本型は午前８時30分から午後

５時15分までの１日７時間45分、週38時間45分です。

　平成27年度末における退職者（課長

級以上）の再就職の状況

　　● 第三セクターなど…１人

　　● 民間企業など…０人

（２）休暇の状況

　休暇の種類は、年次有給休暇、病気休暇、公民権行

使等休暇、妊娠出産休暇、妊娠症状対応休暇、早期流

産休暇、母子保健健診休暇、妊婦通勤時間、育児時

間、出産支援休暇、育児参加休暇、子どもの看護休

暇、生理休暇、慶弔休暇、感染症予防休暇、災害休

暇、事故休暇、業務停止休暇、骨髄液提供休暇、ボラ

ンティア休暇、夏季休暇、短期の介護休暇及び介護休

暇があります。

　平成27年の年次有給休暇の平均取得日数は9.9日で

す。

（３）育児休業の状況（平成27年度）

問合せ 職員課人事給与係

育児休業の承認件数

育児休業期間延長の承認件数

部分休業の承認件数

区　　　　　分

内　　　　　容

東京都市町村職員研修所

市町村職員中央研修所、
国土交通大学校　など

あきる野市

あきる野市

合　　　計

（一社）日本監督士協会
　など

265

18

634

383

1,312

12

実 施 機 関
研修
種別 受講者数

派
遣
研
修

独
自
研
修

自
己
啓
発
研
修

職
場
研
修

男性

1

0

0

女性

2

0

6

公務災害

通勤災害

区　分 傷病

2

0

死亡

0

0

区　　分

定期健康診断

胃 検 診

Ｖ Ｄ Ｔ 検 診

婦 人 科 検 診

腰 痛 検 診

計

受診者数

519

98

210

33

309

1,169

(単位：人)

(単位：人)

(単位：人)

(単位：人)

(単位：件)

(単位：件)

５　職員の分限処分と懲戒処分の状況
　　（平成27年度）

６　職員の服務の状況

　全ての職員は、全体の奉仕者として公共の

利益のため勤務し､職務遂行に当たっては全

力を挙げて職務に専念しなければなりませ

ん。職務遂行に関して職員が守るべき義務は

次のとおりです。
　● 法令等及び上司の職務上の命令に従う義務
　● 職務に専念する義務
　● 信用失墜行為の禁止
　● 秘密を守る義務
　● 政治的行為の制限
　● 争議行為等の禁止
　● 営利企業等の従事制限

９　職員の福祉と利益の保護の状況

７　退職管理の状況

（１）福利厚生制度

８　職員の研修の状況

職員研修実施状況（平成27年度）

（２）健康診断の実施状況（平成27年度）

　職員の厚生制度として、地方公務員法第42条の規定に基づき、あ

きる野市職員互助会を設置し、職員の保健、元気回復その他厚生に関

する事業を実施しています。 新任研修、現任研修、講師養成研修、

法務・自治体経営研修、能力開発研

修、情報処理研修、専門職研修、実務

研修、特別研修、スポット研修

より専門的な研修

（地方公会計特別研修、官庁営繕行政

研修、道路計画研修　など）

通信教育講座

（社会福祉主事資格認定通信課程（公

務員課程）、メンタルヘルス・マネジ

メント検定、文章力を磨くコース　な

ど）

職場研修会

（業務で必要な知識、技能、思考力な

どを職場全体で向上させるため課ごと

に取り組む研修）

テーマ：あきる野市まち・ひと・しご

と創生総合戦略、庁舎の危機管理、番

号制度に係る独自利用条例の制定等、

公共事業発注をとりまく動き　など

新任職員研修、新任職員フォロー研

修、新任職員指導者研修、再任用職員

研修、説明能力・文書作成能力向上研

修、安全衛生科「生活習慣病予防」、

普通救命（自動体外式除細動器業務従

事者）講習、タイムマネジメント研

修、女性活躍推進のための「ダイバー

シティ・マネジメント研修」　など

10　公平委員会の業務の状況

（１）勤務条件等に関する措置の要求の状況

　あきる野市は、11市５町８村12一部事務組合で共同設置している

東京都市町村公平委員会に加入しています。業務内容は、職員の給

与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求を審査､判定し必

要な措置を行います。また、職員に対する不利益処分についての審査

請求に対する裁決を行っています。

（３）公務災害補償の状況

　公務上及び通勤途上の災害によ

り、負傷または死亡した場合には、

地方公務員災害補償基金から一定の

補償が行われます。（平成27年度

中に認定された件数）

0

前年度からの
継続案件

平成27年度
申立て事案数

完結件数
翌年度継続

件　数

0 0 0

1

前年度からの
継続案件

平成27年度
審査請求数

完結件数
翌年度継続

件　数

2 1 2

（２）不利益処分に対する審査請求の状況

(単位：人)

処分者数

区　分
免職

0

分  限  処  分 懲  戒  処  分

休職

5

降任

0

降給

0

免職

0

停職

0

減給

0

戒告

0



　
多
摩
の
三
匹
獅
子
舞
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

▽
日
時
　
平
成
29
年
１
月
12
日
㈭
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
講
師
　
中
村
茂
子
さ
ん
︵
民
俗
芸

　
能
学
会
会
員
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
30
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
持
ち
物
　
筆
記
用
具

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
︵
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
︶

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
の
中
で
助
け
合
い
な

が
ら
、
子
ど
も
の
一
時
預
か
り
や
送

迎
な
ど
の
子
育
て
の
相
互
援
助
活
動

を
す
る
会
員
組
織
で
す
。

▽
日
時
　
12
月
26
日
㈪
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
２
時
30
分
︵
１
時
20
分
か

　
ら
受
付
︶

▽
場
所
　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

　
ー
相
談
室
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
で
、
地
域
の
子

　
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方
。
子

　
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方

▽
持
ち
物
　
入
会
登
録
を
す
る
方
は
、

　
は
ん
こ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
フ
ァ
ミ
リ

　
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
︵
☎

　
５
５
０
・
３
８
５
５
︶

　
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
長
生
き
す

る
た
め
に
栄
養
管
理
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
加
齢
に
よ
る
か
ら
だ
の
変
化
を

理
解
し
、
運
動
と
栄
養
を
組
み
合
わ

せ
た
長
生
き
の
レ
シ
ピ
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時
　
平
成
29
年
１
月
12
日
㈭
　

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
︵
１
時
30

　
分
か
ら
受
付
︶

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
ル

　
ピ
ア
ホ
ー
ル

▽
講
師
　
雅
楽
川
聡
さ
ん
︵
公
立
阿

　
伎
留
医
療
セ
ン
タ
ー
救
急
科
部

　
長
︶

▽
定
員
　
１
５
０
人

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

※
あ
き
る
野
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

　
会
会
員
の
方
は
、
各
ク
ラ
ブ
の
会

　
長
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
課
健
康

　
づ
く
り
係
︵
直
通
５
５
８
・
１
１

　
８
３
︶

　
誰
に
で
も
訪
れ
る
﹁
老
い
﹂
と

﹁
死
﹂
に
備
え
る
た
め
に
、
遺
言
や

任
意
後
見
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
日
時
　
平
成
29
年
１
月
25
日
㈬
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
産

　
業
情
報
研
修
室

▽
講
師
　
足
立
剛
さ
ん
︵
多
摩
パ
ブ

　
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所
弁
護
士
︶

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
30
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
申
込
み
方
法
　
12
月
16
日
㈮
か
ら

　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
　
五
日
市
は
つ
ら
つ
セ
ン

　
タ
ー
︵
☎
５
６
９
・
８
１
０
８
︶

▽
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　
支
援
係

　
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

※
受
付
時
間
…
平
日
午
前
９
時
〜
午

　
後
５
時

▽
初
心
者
向
け
将
棋
教
室
　
認
知
症

　
予
防
の
頭
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

　
基
礎
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

　●

日
時
…
平
成
29
年
１
月
16
日
〜
６

　
月
の
第
１
・
第
３
月
曜
日
︵
祝
日

　
を
除
く
︶
　
午
前
10
時
〜
正
午

　●

講
師
…
高
島
晟
さ
ん

　●

定
員
…
６
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

費
用
…
１
回
５
０
０
円

▽
き
も
の
リ
メ
イ
ク
︵
初
級
・
中

　
級
︶
　
着
な
く
な
っ
た
思
い
出
の

　
着
物
を
リ
メ
イ
ク
し
ま
す
。
初
級

　
者
は
バ
ッ
ク
や
小
物
。
中
級
者
は

　
洋
服
な
ど

　●

期
日
…
平
成
29
年
１
月
〜
６
月

＊
初
級
者
…
毎
月
第
４
金
曜
日

＊
中
級
者
…
毎
月
第
２
水
曜
日

　●

時
間
…
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　●

講
師
…
松
本
直
美
さ
ん

　●

定
員
…
各
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
…
裁
縫
道
具
、
着
物

※
着
物
が
な
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ

　
さ
い
。

　●

費
用
…
１
回
５
０
０
円
︵
材
料
費

　
別
︶

▽
健
康
詩
吟
教
室
　
や
さ
し
い
腹
式

　
呼
吸
で
短
歌
、
俳
句
、
現
代
詩
な

　
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

　●

日
時
…
平
成
29
年
１
月
18
日
㈬
・

　
26
日
㈭
、
２
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　●

講
師
…
古
城
精
宝
さ
ん
︵
岳
精
流

　
師
範
︶

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
…
筆
記
用
具

　●

費
用
…
１
回
５
０
０
円

　●

そ
の
他
…
テ
キ
ス
ト
を
用
意
し
ま

　
す
。

▽
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
　
シ
ニ
ア
向
け

　
の
楽
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
す
。
初

　
め
て
の
方
大
歓
迎
で
す
。

　●

日
時
…
平
成
29
年
１
月
〜
３
月

　
︵
全
６
回
︶
　
午
前
10
時
30
分
〜

　
11
時
30
分

※
１
月
は
第
３
・
第
５
火
曜
日
、
２

　
・
３
月
は
第
１
・
第
３
火
曜
日

　●

講
師
…
小
林
容
子
さ
ん

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
な
ど
…
バ
ス
タ
オ
ル
か
ヨ

　
ガ
マ
ッ
ト
、
運
動
し
や
す
い
服
装

　●

費
用
…
１
回
５
０
０
円

▽
五
日
市
カ
フ
ェ
　
集
中
力
ア
ッ
プ

　
や
認
知
症
予
防
で
人
気
の
、
大
人

　
の
塗
り
絵
を
楽
し
み
ま
す

　●

日
時
…
平
成
29
年
１
月
13
日
、
２

　
月
10
日
、
３
月
10
日
の
金
曜
日
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　●

講
師
…
成
田
美
砂
さ
ん

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

費
用
…
１
回
５
０
０
円

▽
百
人
一
首
か
る
た
サ
ロ
ン
　
お
正

　
月
遊
び
の
百
人
一
首
か
る
た
や
坊

　
主
め
く
り
を
行
い
ま
す
。

　●

日
時
…
平
成
29
年
１
月
20
日
㈮
　

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　●

講
師
…
平
野
美
佐
子
さ
ん

　●

定
員
…
10
人
︵
申
込
み
順
︶

　●

費
用
…
３
０
０
円

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 平成28年（2016年）12月15日　（６）

開
戸
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
５
０
・
２
７
５
５
）

萩
野
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
）

五
日
市
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
３
３
・
０
３
３
０
）

市
民
カ
レ
ッ
ジ
公
開
講
座

「
多
摩
の
三
匹
獅
子
舞
」

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　
　
　
セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

健
康
あ
き
る
野
21
講
座
　

「
元
気
に
長
生
き

　
　
す
る
た
め
の
栄
養
管
理
」

〜
楽
し
く
か
ら
だ
を
元
気
に

　
　
　
　
し
て
い
く
レ
シ
ピ
〜

介
護
教
室
（
講
演
会
）

遺
言
に
つ
い
て

〜
人
生
の
後
半
を

　
　
　
　
安
心
し
て
過
ご
す
〜

高
齢
者

　
げ
ん
き
応
援
事
業

くらしの知恵袋くらしの知恵袋くらしの知恵袋
〜消費生活相談情報〜
自然災害に関連した
　住宅修理の勧誘に注意！

　大雨や大雪、地震などの自然
災害の後には、住宅の屋根や外
壁などの修理工事に関する相談
が多く寄せられる傾向がありま
す。
○住宅の修理工事は慎重に検討
　しましょう　住宅の工事は、
　「強引な勧誘を受け、困って
　いる」「契約後に事前の話よ
　りも高額な請求を受けた」
　「手抜き工事をされた」など
　の相談が多くみられます。工
　事の際は、複数の業者から見
　積もりを取り、家族にも相談
　するようにしましょう。電話
　や訪問を受けて契約をした場
　合は、契約書面の受領日を含
　めて８日間はクーリング・オ
　フができます。
○「保険金を使えば無料で工事
　ができる」という勧誘に注
　意！　火災保険などの保険金
　を利用すれば無料で工事がで
　きるという内容で、保険金の
　申請と工事をセットで契約さ
　せ、高額な手数料を請求する

　手口が多くみられます。中に

　は、自然災害と無関係な損傷

　も、保険金で工事ができると

　勧誘するケースもあります

　が、保険事故を装って保険金

　を請求すると、保険会社など

　から契約を解除されるだけで

　なく、法に触れる恐れもあり

　ます。このような勧誘には応

　じないようにしましょう。

○あきる野市消費生活相談窓口

　契約に関するトラブルや悪質

　商法など、消費生活に関して

　困ったときは、一人で悩まず

　に気軽にご相談ください。電

　話でも相談にお答えします。
　●開設日時…毎週月曜・木曜日

　午前９時〜午後４時（正午〜

　午後１時を除く）

※予約の必要はありません。
　●場所…市役所１階市民相談室

※月曜・木曜日以外でお急ぎの

　ときは、東京都消費生活総合

　センターにご相談ください。

○東京都消費生活総合センター
　●開設日時…毎週月曜日〜土曜

　日　午前９時〜午後５時
　●消費生活相談…☎０３−３２

　３５−１１５５

※多重債務相談も受け付けてい

　ます。

めざせ健康あきる野21めざせ健康あきる野21
すこ

健康情報「健やか」（98）健康情報「健やか」（98）
すこ

　空気が冷えて乾燥してくると、ウイルスの活動はどん

どん活発になります。ウイルスに対抗するためには免疫

力を高めることが大切です。免疫の主役は血液中の白血

球で、白血球が活発に活動することで「免疫力」が高ま

ります。免疫力を強化して、ウイルスに負けない体をつ

くりましょう。

○体を温める　体温が上がると血行が良くなり、白血球

　は血液の流れとともに体中を巡ります。「適度な運動

　で筋肉量を増やして体温を上げる」「入浴時は湯船に

　入る」「体を温める食材（ショウガ、根野菜、納豆、

　鶏肉など）をとる」などを心掛けましょう。

○質の高い睡眠を心掛ける　睡眠不足は、免疫の働きに

　影響が出ることが分かっています。「規則正しい時間

　に起床、就寝する」「日中の活動と自然光で昼夜のメ

　リハリをつける」「昼寝は短時間にする」「就寝前の

　食事やコーヒー、緑茶を控える」などで快眠できるよ

　うに心掛けましょう。

○笑う　笑うとＮＫ細胞（常に体内をパトロールし、ウ

　イルス感染や悪性化などによる異常な細胞を見つける

　とすぐに攻撃する役割を持つ細胞）が活性化するとい

　われています。また体全体を使って笑うと、腹筋運動

　となり体温が上がり、白血球の巡りもよくなります。

　おなかの底から大きく笑って、さらなる免疫力アップ

　を心掛けましょう。

○問合せ　健康課健康づくり係

「免疫力」

免疫力を高めるには

（以下は広告枠です）



▽
第
２
回
市
民
ス
キ
ー
教
室

　●

期
日
…
平
成
29
年
２
月
４
日
㈯
〜

　
５
日
㈰
︵
１
泊
２
日
︶

　●

出
発
時
間
…
午
前
６
時

※
乗
車
場
所
は
市
内
各
所
あ
り

　●

場
所
…
尾
瀬
岩
鞍
ス
キ
ー
場

▽
第
３
回
市
民
ス
キ
ー
教
室

　●

期
日
…
平
成
29
年
３
月
３
日
㈮
〜

　
５
日
㈰
︵
２
泊
３
日
︶

　●

出
発
時
間
…
午
後
９
時

※
乗
車
場
所
は
市
内
各
所
あ
り

　●

場
所
…
志
賀
高
原
ス
キ
ー
場

▽
定
員
　
各
24
人
︵
申
込
み
順
︶

※
小
学
校
３
年
生
未
満
の
方
は
、
申

　
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

▽
費
用
　
各
３
万
円

▽
そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
秋
川
体
育

　
館
、
五
日
市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
、

　
市
民
プ
ー
ル
な
ど
に
配
置
し
て
い

　
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
あ
き
る
野
市

　
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
宮
﨑
︵
☎
５
９

　
５
・
０
７
５
９
︶

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵h

t

　tp
:/

/
a
k
iru

n
o
-ru

p
ia

.jp
/

︶

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
︵
午
前
10
時
〜
午
後
６

　
時
︶
。

　
童
謡
に
合
わ
せ
て
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

を
し
た
後
、
手
形
を
取
っ
て
コ
ラ
ー

ジ
ュ
を
し
ま
す
。

▽
日
時
　
平
成
29
年
１
月
13
日
㈮
　

　
午
前
10
時
15
分
〜
正
午

▽
定
員
　
８
組

▽
持
ち
物
な
ど
　
赤
ち
ゃ
ん
の
飲
み

　
物
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装 

▽
費
用
　
千
円

　
生
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
大
、
小
、

し
め
縄
リ
ー
ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
26
日
㈪
　
午
後
２
時

　
〜
４
時

▽
定
員
　
15
人

▽
持
ち
物
　
花
ば
さ
み
、
袋

▽
費
用
　
３
５
０
０
円
︵
ア
レ
ン
ジ

　
大
︶
、
２
７
０
０
円
︵
ア
レ
ン
ジ

　
小
︶
、
１
７
０
０
円
︵
し
め
縄
リ

　
ー
ス
︶

　
色
と
り
ど
り
の
ガ
ラ
ス
を
使
っ
て

ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
お
正
月
の
オ
ブ
ジ

ェ
を
作
り
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
26
日
㈪
　
午
後
１
時

　
〜
３
時

▽
定
員
　
８
人

▽
費
用
　
２
千
円

　
成
年
後
見
制
度
の
専
門
家
︵
司
法

書
士
︶
に
よ
る
判
断
能
力
不
十
分
な

方
の
権
利
擁
護
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

▽
日
時
　
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫
　

　
午
後
２
時
〜
４
時
︵
１
人
40
分
︶

▽
場
所
　
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
定
員
　
３
人
︵
予
約
制
︶

▽
対
象
　
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

　
相
談
し
た
い
市
内
在
住
の
方

▽
申
込
み
方
法
　
平
成
29
年
１
月
６

　
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
あ
き
る
野
市

　
社
会
福
祉
協
議
会
︵
☎
５
３
３
・

　
３
５
４
８
︶

▽
日
時
　
平
成
29
年
２
月
４
日
・
11

　
日
・
18
日
の
土
曜
日
︵
全
３
回
︶

　
午
後
１
時
〜
３
時
︵
４
日
は
午
後

　
２
時
ま
で
︶

▽
内
容
　
自
分
に
つ
い
て
話
す
。
旅

　
行
で
使
え
る
表
現
。
日
本
に
つ
い

　
て
話
す
。

▽
定
員
　
20
人
︵
抽
選
︶

▽
場
所
　
都
立
秋
留
台
高
等
学
校

▽
費
用
　
５
０
０
円
︵
３
回
分
︶

▽
申
込
み
方
法
　
平
成
29
年
１
月
10

　
日
㈫
か
ら
24
日
㈫
︵
必
着
︶
ま
で

　
に
、
は
が
き
に
講
座
名
、
郵
便
番

　
号
、
住
所
、
氏
名
︵
ふ
り
が
な
︶
、

　
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

　
し
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
都
立
秋
留
台

　
高
等
学
校
　
細
渕
︵
〒
１
９
７
ー

　
０
８
１
２
　
平
沢
１
５
３
ー
４
、

　
☎
５
５
９
・
６
８
２
１
︶

　
年
間
数
百
万
　
の
血
液
を
献
血
で

確
保
し
な
け
れ
ば
、
輸
血
を
必
要
と

し
て
い
る
人
の
生
命
が
守
れ
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
勇
気

と
愛
が
、
多
く
の
人
の
生
命
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
方
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
12
月
22
日
㈭
　
午
前
10
時

　
〜
正
午
、
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

　
30
分

▽
場
所
　
市
役
所
北
側
駐
車
場
︵
防

　
災
セ
ン
タ
ー
西
側
︶

▽
献
血
で
き
る
方
　
16
歳
〜
69
歳
の

　
方
︵
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳
以

　
降
に
献
血
の
経
験
が
必
要
︶

※
服
薬
治
療
中
の
方
は
、
献
血
可
能

　
な
薬
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
東
京
都
赤
十
字
血
液
セ

　
ン
タ
ー
事
業
課
︵
☎
５
２
９
・
０

　
４
０
１
︶

　
本
事
業
は
、
東
京
都
商
工
会
連
合

会
が
都
の
補
助
金
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
多
摩
地
域
の
も
の
づ
く
り
人
材

確
保
支
援
協
議
会
が
主
体
と
な
り
多

摩
地
域
の
も
の
づ
く
り
企
業
で
学
び

働
き
た
い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
時
給
　
１
１
０
０
円
︵
参
加
期
間

　
中
︶

※
別
途
、
交
通
費
１
日
千
円
支
給

▽
そ
の
他
　
事
前
研
修
と
２
か
月
間

　
の
実
習
の
後
、
直
接
雇
用
す
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。
未
経
験
の
方
も

　
歓
迎
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
多
摩
も
の
づ
く
り
チ
ャ

　
レ
ン
ジ
事
業
事
務
局
︵
☎
５
１
６

　
・
９
０
９
６
、
　h

ttp
s://ta

m

　a
-m

o
n

o
z
u

k
u

ri.jp
/
a
d
e
c
c

　o
/

︶

（７）　平成28年（2016年）12月15日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

童
謡
付
き
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
＆

　
　
　
　
　
手
形
コ
ラ
ー
ジ
ュ

総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭

市
民
ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

成
年
後
見
制
度
専
門
相
談
会

無
料
で
専
門
家
に

　
　
　
　
　
相
談
で
き
ま
す

都
立
秋
留
台
高
等
学
校

「
公
開
講
座
英
会
話
（
初
級
）

　L
e
t's sp

e
a
k E
n
g
lish
!

」

献
血
の
お
知
ら
せ

一
人
ひ
と
り
の
愛
が

　
　
大
切
な
生
命
を
守
り
ま
す

多
摩
も
の
づ
く
り

　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

多
摩
地
域
も
の
づ
く
り
企
業
で

技
術
を
学
び
働
き
た
い
方
を
募
集

ネット
ワーク
官公庁

などからの
お知らせ

会

員

募

集

日
日
時
︵
時
間
は
24
時
間
表
示
︶
／

場
場
所
／
活
活
動
内
容
／
講
講
師
／

入
入
会
金
／
会
会
費
／
費
費
用
／
他

そ
の
他
／
問
問
合
せ

日
毎
週
土
曜
日
　
19
時
30
分
〜
21
時

／
場
秋
川
体
育
館
／
活
毎
週
社
交
ダ

ン
ス
を
プ
ロ
の
指
導
で
楽
し
く
練
習

し
て
い
ま
す
。
／
入
無
し
／
会
月
３

千
円
／
問
宮
本
☎
０
９
０
・
５
５
３

０
・
３
６
３
３

あ
き
る
野
ル
ピ
ア
情
報

申
込
み
・
問
合
せ

☎
５
５
０
・
４
７
０
０

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
フ
レ
ン
ズ

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ

12月・年末年始の休館日
○中央図書館　毎週金曜日と20日
　㈫・29日㈭～平成29年１月３日
　㈫
○東部図書館エル、五日市図書
　館、中央図書館増戸分室　毎週
　月曜日、23日㈮・29日㈭～平成
　29年１月３日㈫
返す本のポストの閉鎖
　12月28日㈬正午～平成29年１
月４日㈬正午
中央図書館（☎558−1108）
おはなし会
○日時　12月25日㈰　午前11時
　～11時30分
わらべうたのじかん
○日時　12月26日㈪　午前11時
　～11時20分
○対象　０歳から３歳までの子ど
　もとその保護者
ボランティアおはなし会（おはな
しタ・ン・ト）
○日時　12月28日㈬　午後３時～
　３時30分
おはなし会
○日時　平成29年１月８日㈰　午
　前11時～11時30分
ひよこのおはなし会
○日時　平成29年１月９日㈪　午
　前11時～11時20分
○対象　１歳から３歳までの子ど
　もとその保護者
ボランティアおはなし会（絵本と
おはなしの会）
○日時　平成29年１月11日㈬　午
　後３時～３時30分
東部図書館エル（☎550−5959）
前嶋昭人作品展
　市内在住の前嶋昭人さんが描い
た「地獄堂霊界通信」などの原
画、挿絵、作品を展示します。
○期間　12月25日㈰まで
○場所　２階ギャラリー

冬のおはなし会
○日時　12月21日㈬　午後３時
　30分～４時
ひよこのおはなし会
○日時　12月22日㈭　午前11時
　～11時20分
○対象　１歳から３歳までの子ど
　もとその保護者
ボランティアおはなし会（絵本と
おはなしの会）
○日時　12月25日㈰　午前11時
～11時30分
わらべうたのじかん
○日時　平成29年１月12日㈭　午
　前11時～11時30分
○対象　０歳から３歳までの子ど
　もとその保護者
五日市図書館（☎595−0236）
わらべうたのじかん
○日時　12月21日㈬　午前10時
　30分～11時
○対象　０歳から３歳までの子ど
　もとその保護者
ボランティアおはなし会（絵本と
おはなしの会）
○日時　平成29年１月11日㈬　午
　後２時30分～３時
中央図書館増戸分室（☎596－0109）
本のテーマ展示
○テーマ　頭の体操、はじめよう
　（一般向け）、とりさん（児童
　向け）
○期間　平成29年１月４日㈬～31
　日㈫
※児童向け展示は、12月27日㈫～
視覚障がいのある方へ
　図書館では次のようなサービス
を行っています。詳しくは、お問
い合わせください。
①録音資料の作成や貸出
②対面朗読（録音機材と媒体をご
　用意いただければ同時録音もで
　きます）
③デイジー版広報あきる野（音
　声版広報）の貸出

（以下は広告枠です）

HP

リ
ッ

ト
ル



▽
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
か
か
わ

　
り
　
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児

　
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
母
さ

　
ん
の
食
事
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　●

日
時
…
平
成
29
年
１
月
13
日
㈮
・

　
25
日
㈬
、
２
月
９
日
㈭
︵
全
３

　
回
︶
　
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

　●

講
師
…
保
健
師
、
図
書
館
司
書
、

　
管
理
栄
養
士

　●

対
象
…
第
１
子
︵
生
後
３
か
月
〜

　
５
か
月
︶
と
そ
の
母
親

　●

定
員
…
15
組
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
…
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

▽
産
後
マ
マ
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
　
無
理

　
な
く
体
を
動
か
し
、
お
母
さ
ん
の

　
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
す
。

　●

日
時
…
平
成
29
年
１
月
20
日
㈮
　

　
午
前
10
時
〜
11
時

　●

講
師
…
菅
原
順
子
さ
ん

　●

対
象
…
生
後
６
か
月
か
ら
１
歳
未

　
満
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
母
親

　●

定
員
…
20
組
︵
申
込
み
順
︶

　●

持
ち
物
な
ど
…
飲
み
物
、
動
き
や

　
す
い
服
装

▽
場
所
　
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
方
法
　
12
月
16
日
㈮
か
ら

　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
子
ど
も
家
庭

　
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
☎
５
５
０
・
３

　
３
１
３
︶

▽
日
時
　
平
成
29
年
１
月
14
日
㈯
　

　
午
後
１
時
〜
４
時

▽
場
所
　
あ
き
る
野
保
健
相
談
所

▽
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
特
徴
、
保

　
育
、
沐
浴
実
習
な
ど

▽
対
象
　
妊
娠
週
数
が
お
お
よ
そ
20

　
週
か
ら
35
週
︵
出
産
予
定
日
が
平

　
成
29
年
３
月
〜
５
月
︶
ま
で
の
妊

　
婦
と
そ
の
家
族

▽
定
員
　
30
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
課
母
子

　
保
健
係
︵
直
通
５
５
８
・
５
０
９

　
１
︶

▽
日
時
　
平
成
29
年
１
月
26
日
㈭
　

　
午
前
10
時
15
分
〜
11
時
15
分
︵
10

　
時
か
ら
受
付
︶

▽
内
容
　
離
乳
食
の
開
始
時
期
と
１

　
回
食
の
進
め
方
、
取
り
分
け
食
か

　
ら
の
離
乳
食
づ
く
り
の
実
演
と
試

　
食

▽
対
象
　
お
お
む
ね
４
か
月
か
ら
６

　
か
月
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者

▽
場
所
　
あ
き
る
野
市
保
健
相
談
所

▽
定
員
　
12
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
課
母
子

　
保
健
係
︵
直
通
５
５
８
・
５
０
９

　
１
︶

あきる野市役所　☎（042）558－1111（代） 平成28年（2016年）12月15日　（８）

（以下は広告枠です）

健康相談平成29年１月の乳幼児歯科健診

○期日・受付時間
　●12日㈭・17日㈫・26日㈭…午前９
　時～10時
　●30日㈪…午後１時30分～２時30分
○場所　あきる野保健相談所
○内容　歯科医師による口の中の健康
　診断
○対象　４歳未満の子ども
○定員　45人（申込み順）
○申込み・問合せ　健康課母子保健係
　（直通５５８−５０９１）

○日時　12月26日㈪　午後１

　時30分～３時30分

○場所　市役所１階

○内容　保健師・栄養士による

　健康や栄養に関する各種相

　談、血圧・体脂肪率測定など

○受付　当日、直接会場へ

○問合せ　健康課健康づくり係

　（直通５５８−１１８３）

平成29年１月の市民相談

○市役所
　●相続・遺言など暮らしの手続相談…６日㈮
　●法律相談…10日㈫・24日㈫
　●交通事故相談…11日㈬
　●税務相談…16日㈪
　●登記相談…20日㈮
　●行政相談…25日㈬
○五日市出張所
　●法律相談…５日㈭
　●人権身の上相談…27日㈮
○時間　午後１時30分〜４時30分
○予約　法律相談は、相談日の７日前の午前８時30
　分から電話で受け付けます。なお、５日㈭と10日
　㈫の法律相談は、１月４日㈬から受け付けます。
　また、法律相談以外の相談は、随時受け付けます。

　相談先が不明な場合や日常の悩みごとなどに市職
員が担当窓口のご案内や専門の相談員を紹介するな
ど解決に向けたお手伝いをします。
○予約・問合せ　市民課市民相談窓口係
　（直通５５８−１２１６）

予約制の相談

その他の相談（随時）

地
域
の
絆
を
育
て
る
町
内
会
・
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

東京のふるさと　あきる野東京のふるさと　あきる野観光情報

　新春を飾る七福神めぐりは、武蔵

五日市駅から秋川渓谷瀬音の湯まで

の景色を楽しみながら、７か所の寺

院などを巡ります。

○モデルコース　武蔵五日市駅→正

　光寺（弁財天）→大悲願寺（大黒

　天）→下町地蔵堂（恵比寿天）→

　玉林寺（福禄寿）→番場地蔵堂

　（毘沙門天）→光厳寺（布袋尊）

　→徳雲院（寿老人）→瀬音の湯

　（約10km）

○日時　平成29年１月１日㈰〜３

　日㈫　午前９時〜午後４時

新春恒例の武蔵五日市
　　　　　七福神めぐり！

※武蔵五日市駅前に特設案内ブースが設置されます。

○費用　色紙１枚300円、ご朱印１か所200円

○主催　武蔵五日市七福神実行委員会

○問合せ
　● 観光推進に関すること…観光まちづくり活動課秋川渓谷観光係（☎５９

　５－１１３５）
　● 七福神めぐりに関すること…正光寺（☎５９６－０９０４）

子
育
て
講
座

ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

土
曜
コ
ー
ス

に
こ
に
こ
離
乳
食
教
室

ご
っ
く
ん
（
１
回
食
）
コ
ー
ス

平成29年１月の市民ギャラリー
（中央公民館）

○新春写真展
　●期間…平成29年１月11日㈬～
　15日㈰
　●時間…午前10時～午後５時
　（11日は午後１時から、15日
　は午後３時まで）
　●主催…野辺写友会

○日時　12月27日㈫まで　午後４時～
　午前０時
○場所　秋川駅北口、秋留野広場

　スマートフォンなどから
コードを読み取ると、You
Tube内「あきる野フィル
ムコミッション」の映像が
ご覧いただけます。

年末年始の休日医科診療と歯科診療（急患の方） ※往診はしません

休 日 診 療

受付時間
　９:00〜11:45
13:00〜16:45

診療時間
　９:00〜12:00
13:00〜17:00

受付・診療時間
　９:00〜12:00
13:00〜17:00

準 夜 診 療

期 日 医療機関・住所・電話番号 医療機関・住所・電話番号 医療機関・住所・電話番号

歯 科 診 療

29日㈭
清水耳鼻咽喉科クリニック

五日市1039‐1　☎596‐6311

北田園歯科　福生市

北田園1‐6‐3　☎552‐1700

さくらクリニック

野辺1003　☎559‐0118

30日㈮
近藤医院

油平35　☎558‐0506

吉野歯科医院　福生市福生887-6

星野マンション1F　☎551‐3050

朱膳寺内科クリニック　　秋留1‐1‐10

あきる野クリニックタウン1Ｆ　☎559‐9201

31日㈯
鈴木内科

舘谷156‐2　☎596‐2307

荒木歯科医院

福生市牛浜130　☎551‐3243

米山医院

二宮1133　☎558‐9131

１日㈰
あきる台病院

秋川6‐5‐1　☎559‐5761

中井歯科クリニック　秋川2-10-2

シャルマン106号　☎558‐4589

あきる台病院

秋川6‐5‐1　☎559‐5761

２日㈪
瀬戸岡医院

二宮1240　☎558‐3930

寺本歯科医院

小川東2‐7‐11　☎559‐8441

佐藤内科循環器科クリニック

秋川2‐5‐1　☎550‐7831

３日㈫
小机クリニック

小中野160　☎596‐3908

澤田歯科医院

二宮2244　☎558‐5528

こばやし内科小児科クリニック

草花1439‐9　☎518‐2088

受付時間
17:00〜21:45

診療時間
17:00〜22:00

※午後の診療時間が変更になる場合があります。また、受診する際は、診療科目を事前に確認してください。
※この他の医療機関でも休日・夜間に診療を行っている場合がありますので、東京都ひまわり夜間休日24時間医療機関案内
　（☎03−5272−0303）をご利用ください。詳しくは、各医療機関にお問い合わせください。
救急相談センター　　　＃7119（救急車を呼んだ方が良いか迷った場合、携帯電話、ＰＨＳ、プッシュ回線）
小児救急医療電話案内　＃8000　　診療機関案内　消防庁テレホンサービス☎521－2323　秋川消防署☎595－0119

秋川駅前にイルミネーションが点灯中


